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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

外傷 性鼓 膜穿 孔を 臨床 的な 立場 からそ の原 因 と穿孔

の 発生 要因 を検 討 し， 介達 性 鼓膜穿 孔 を起こ すに 必要

な 応カ を理 論的 に計 算 した．

〔対象お よ び方法〕

１９８３年５月 ～１９９１年１２月 豪 でに本 学の 耳鼻 咽喉 科外

来 を受 診し淀 外傷 性鼓 膜穿 孔２３１例 （２３１耳） を対 象と

して， 鼓膜写 真に よる 分析 を中 心に 穿孔 の発 生機 序を

検 討した． ま た鼓 膜の 引張 強度 から， 鼓膜 穿 孔を生 じ

得る 最小 の応カ を 計算 しだ．

〔結果〕

受 傷原 因は 直達 性穿 孔１０１耳， 介達 性穿 孔１３０耳で あ

り
，

男 性１２７耳
，

女 性１０４耳 で あ っ だ
．

受 傷 隼 齢 は２０歳

代 洲 一 番 多 く， 次 い で王０
，

３０歳 代 に 多 か っ た
．

受 傷 部

位は 較膜 下半部 に多 く， 直達 性穿 孔は 三角 形， 介達 性

穿孔 は裂隙 形 沸多 かった． 自 然閉 鎖お よび 保存 的治療

に よ り８７
，
２％カぎ治 癒 し た

．
穿 孔 閉 鎖 を 遅 延 さ せ る 要 因

と して， 受 傷年 齢お よ び鼓膜 焚損度カ潤 与 するも の と

考 夷 ら れ た
．

ヒ ト正常 鼓膜カミ鼓膜 固 有層の 放射 状線 維に 平行 方向

に 破断 する 時の 破断圧 カ は， 破 断 限界か ら計 算す ると

１３．７ｇｆ加竈α
２で あ っ だ

．
比 較 的 弱 い カ で 生 じ 花 と 考 え

ら れる裂 隙 形穿 孔の形 成 には， 鼓膜 の放 射状 線維 に直

角 方向の 引 張カ に換算 する ため， 鼓膜 写 真か ら計 測し

た 破 断 部 断 面 積 を 乗 ず る と
，

１２８
．
４×１０一昌ｋｇｆの カ を 必

要 と す る
．

〔考察〕

受 傷原 因， 性差， 受 傷年 齢， 受傷部 位に 関 して は諸

家 の報 告と ほ ぼ同様 の結 果で あっだ． 鼓 膜写 真を 用い

だ 鼓 膜 欠 損 度 の 測 定 は， 予 後 の 予 測 に 有 用 で あ っ 花
．

鼓膜 穿孔 の多く は 三角 形や裂 隙形 な どで， 藪膜 固有

層 の放 射状 線維走 行 に沿っ て発 生 してい 花．

外耳 道が直 線状 で鼓 膜 輝外耳 道に 垂直 に張っ て いる

と 仮定 する と， 介 達性 穿孔 発生 時に 一定 速度 で外 耳道

に 流入す る 空気な どの 媒体 の鼓 膜に およ ぼすカ は， 流

体の 比重 量， 体積 流量 およ び遼 度より 決 定さ れる． こ

れよ り算 出さ れた 流体 が鼓 膜に およ ぼすカ は， ヒ ト正

常鼓 膜の 破断 圧カ に較 べて はる かに小 さく， 鼓 膜穿 孔

の発 生に は外 耳道 内の 空気 の衝撃 的な 圧カ 上昇 やそ れ

以 外 の 因 子 淋 必 要 で あ る
．

そ れ ら の 因 子 と し て 耳 介 お

よ び頭部 への 打撃 による 側頭 部構 成骨 に生 じる 歪によ

り鼓膜 内 に発生 する 引 張応カ と襲 断応 カも 考吏 に入 れ

る 必 要カミあ る
．

〔結論〕

ヒ ト正常 鼓膜 に裂 隙形 穿孔 を形成 す るに は， 鼓 膜の

放 射 状 線 維 に 直 角 方 向 の 引 張 カ に 換 算 し て， １２８
．
４×

１０^ ３ｋｇｆ の カ カミ必 要 と す る こ とカミ理 論 的 に 推 濁 さ れ

た
．

実際 の外傷 性 鼓膜 穿孔の 発 生には、 外 耳道 に流 入す

る 媒体 により 鼓膜 に 生じた 圧に よる 応カ の他 に， 鼓膜

の引 張 応カ と聾 断応カ の関 与 がある
．
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１０５

論 文 審 査 の 要 旨

外 像性鼓膜 穿孔２３１例 を疫 学， 鼓膜 写真， 予 後に つき検 討 した． 受傷 原因， 性差， 受 傷年 齢， 鼓 膜写 真に よる

穿 孔部位 と穿 孔 による 鼓膜 欠損 度を 分析 した
．

鼓 膜欠 損の 形態 から 受傷 時に 鼓膜 に 加わ った カ が最 少 でも１２８．４ｘ１Ｏ 秋ｇｆカミ必 要 であ る こと を理 論 的 に計

算 した． 臨床 研究 およ び鼓膜 の 受傷の メカ ニズ ムに 関す る実 際的 な価 値あ る研 究で ある．

主論文公表誌

外傷性 鼓膜 穿 孔の 臨床 的検討 およ び鼓 膜の 破断 実験

か らみた 考察

日 本 耳 鼻 咽 喉 科 学 会 会 報 第９６巻 第 ９ 号

１４９０－１５００頁 （平 成 ５ 年 ９ 月２０日 発 行） 黒 田 令 子

副論文公表誌

１） 外 傷 性 鼓 膜 穿 孔． ＪＯ Ｈ ＮＳ ３（５） ：

６７９－６８４（１９８７） 山 本 令 子， 高 山 幹 子， 石 井 哲 夫

２） 外 傷 性 鼓 膜 穿 孔
．

ＪＯＨＮＳ ４（１０） ： １４０４一

１４０７ （１９８８） 黒 田 令 子
，

高 山 幹 子
，

石 井 哲 夫

３） 耳 下 腺結 核 の １ 症 例 一画 像 診 断 所 見 を 中 心 に

一
．

ＪＯＨ ＮＳ ４（１１）：１６４７－１６５３ （１９８８） 児 玉

章， 黒 田 令子， 石丼 哲夫

４） ス ポ ー ツ に よ る 藪 膜 穿 孔
．

ＪＯＨ ＮＳ ７（４）：

４２５－４２９（１９９１） 黒 田 令 子， 高 山 幹 子， 石 井 哲 夫

５） 猫 ひ っ か き 病 の １ 症 例
．

耳 喉 頭 頸 ６４（４）：

２８９－２９４（１９９２） 黒 田 令 子， 要 英 美
，

吉 原 俊 雄
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